
　

ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
と
共
に
近
年
サ
イ

バ
ー
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
。
そ
の
被
害

は
個
人
の
み
な
ら
ず
企
業
・
団
体
に
も
広

く
及
ぶ
。

　

企
業
に
と
っ
て
の
サ
イ
バ
ー
上
の
脅
威

に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
（
情
報
処
理
推
進

機
構
）が
発
表
し
た「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

10
大
脅
威
２
０
２
３
（
組
織
）」
に
よ
る

と
、
１
位
に
「
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
よ
る

被
害
」、
２
位
に
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
弱
点
を
悪
用
し
た
攻
撃
」、３
位
に
「
標

的
型
攻
撃
に
よ
る
機
密
情
報
の
窃
取
」
が

続
く
。（
図
表
１
）

　

ま
た
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
り
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
と
、
そ
の
被
害
復
旧
対
応

に
は
多
大
な
労
力
を
要
す
る
。
前
述
の
通

り
企
業
へ
の
脅
威
と
し
て
第
１
位
に
挙
げ

ら
れ
る
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
関
連
す
る
被

害
復
旧
を
見
る
と
、
復
旧
に
１
週
間
以
上

の
期
間
を
要
し
た
と
い
う
回
答
が
52
％
、

復
旧
の
費
用
に
は
１
０
０
万
円
以
上
を
要

し
た
と
い
う
回
答
が
76
％
に
及
ん
だ
。（
図

表
２
）

　

こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
日
ご

ろ
の
対
策
と
、
被
害
に
遭
っ
た
際
の
対
応

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
今
回
の
特
集
で
は
、
企
業
が
被
害
に

遭
う
可
能
性
が
あ
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
そ

れ
ら
へ
の
対
応
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

サイバーセキュリティは必須の時代に

　インターネットやコンピュータの発展は私たちの生活を豊かにし、企業活動においてもホームページ、メー
ル、電子取引などはすでに必要不可欠なツールとなっている。一方、その発展に合わせて、サイバー空間で
の犯罪も近年増加している。
　誰もがサイバー犯罪の被害に遭う可能性があり、脅威は前触れなく降りかかってくる。もしもの場合に備
えた対策や対処法は誰しもが把握する必要がある。

見えざる脅威から
企業を守れ！

100万円未満
24%

500万円以上～
1,000万円未満
14%

5,000万円以上
13%

1,000万円以上～
5,000万円未満

33%

100万円以上～
500万円未満
16%

出典：令和４年におけるサイバー空間をめぐる脅威の情勢等について（警察庁）
https://www.npa.go.jp/publications/statistics/cybersecurity/index.html

図表2 調査・復旧費用の総額

特
集

出典 ： 独立行政法人情報処理推進機構 「情報セキュリティ 10 大脅威 2023」
https：//www.ipa.go.jp/security/10threats/10threats2023.html

1位 ランサムウェアによる被害
2位 サプライチェーンの弱点を悪用した攻撃
3位 標的型攻撃による機密情報の窃取
4位 内部不正による情報漏えい
5位 テレワーク等のニューノーマルな働き方を狙った攻撃
6位 修正プログラムの公開前を狙う攻撃（ゼロデイ攻撃）
7位 ビジネスメール詐欺による金銭被害
8位 脆弱性対策の公開に伴う悪用増加
9位 不注意による情報漏えい等の被害
10位 犯罪のビジネス化（アンダーグラウンドサービス）

図表1 情報セキュリティ重大脅威2023



　

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
は
マ
ル
ウ
ェ
ア
（
悪

意
の
あ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
の
一
種
で
、

Ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｏ
ｍ
（
身
代
金
）
と
Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ

ｗ
ａ
ｒ
ｅ
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
を
組
み
合

わ
せ
た
造
語
。
パ
ソ
コ
ン
を
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
さ
せ
、
そ
の
デ
ー
タ
を
暗
号
化
し
て

使
用
を
制
限
し
、
そ
の
解
除
と
引
き
換
え

に
金
銭
な
ど
を
要
求
す
る
。
ま
た
、
金
銭

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
デ
ー
タ
を
公
開
す
る

と
恐
喝
す
る
「
二
重
恐
喝
」
と
呼
ば
れ
る

手
法
が
増
加
し
て
い
る
。

　

感
染
す
る
危
険
性
と
し
て
は
、
メ
ー
ル

に
記
載
さ
れ
た
不
正
な
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
ク
リ
ッ
ク
し
た
り
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
た
場
合
な
ど

が
あ
る
。
最
近
で
は
、
Ｖ
Ｐ
Ｎ
機
器（
※
）

の
欠
陥
を
狙
っ
て
侵
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
る
。

※
Ｖ
Ｐ
Ｎ
と
は
…

Ｖ
Ｐ
Ｎ
は
、
仮
想
の
専
用
回
線
を
作
り
、

送
受
信
間
の
通
信
を
暗
号
化
す
る
こ
と

で
、通
信
の
安
全
性
を
高
め
る
。
一
方
で
、

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
怠
っ
た
り
、
パ
ス
ワ
ー

ド
を
初
期
設
定
か
ら
変
え
ず
に
い
た
と
こ

ろ
を
狙
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

　

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
の
感
染
に
よ
り
、
人

質
に
取
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
利
用
が
で
き
な

く
な
り
、
事
業
の
継
続
が
困
難
に
な
っ
た

り
、
個
人
情
報
が
漏
洩
さ
れ
る
と
い
う
被

害
が
想
定
さ
れ
る
。

　

要
求
さ
れ
た
身
代
金
を
支
払
う
こ
と
で

デ
ー
タ
が
復
旧
さ
れ
た
と
い
う
事
例
も
あ

る
が
、必
ず
復
旧
さ
れ
る
と
は
言
え
な
い
。

さ
ら
に
は
、
身
代
金
を
支
払
っ
た
こ
と
が

却
っ
て
信
用
低
下
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

あ
る
。
も
し
も
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
警
察
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
社

へ
の
連
絡
・
相
談
が
推
奨
さ
れ
る
。

　

Ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
ｔ
は
マ
ル
ウ
ェ
ア
の
一
種

で
あ
り
、
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
主

な
感
染
経
路
と
す
る
。
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
や
Ｅ
ｘ

ｃ
ｅ
ｌ
の
マ
ク
ロ
機
能
（
作
業
の
自
動
化

に
役
立
つ
機
能
）
が
悪
用
さ
れ
、「
コ
ン

テ
ン
ツ
の
有
効
化
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
感
染
す
る
。
感
染
す
る
と
メ
ー
ル
ア

カ
ウ
ン
ト
や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
連
絡
先
な
ど

の
個
人
情
報
が
窃
取
さ
れ
る
。

　

Ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
ｔ
は
、
感
染
に
よ
り
窃
取

し
た
メ
ー
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
や
連
絡
先
な
ど

の
情
報
を
悪
用
し
、
社
内
や
取
引
先
な
ど

へ
大
量
の
メ
ー
ル
を
送
る
こ
と
で
感
染
拡

大
を
図
る
。

　

盗
み
取
っ
た
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
悪

用
し
、
実
際
の
や
り
取
り
へ
の
返
信
な
ど

を
装
う
こ
と
で
、
自
然
に
添
付
フ
ァ
イ
ル

を
開
か
せ
よ
う
と
す
る
。

　

ま
た
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
な
ど
他
の
不

正
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
感
染
さ
せ
る
機
能
も
持

つ
た
め
、
注
意
が
必
要
。

　

外
部
か
ら
の
攻
撃
だ
け
で
な
く
、
社
員

や
関
係
者
、
退
職
者
な
ど
に
よ
る
内
部
の

不
正
、
人
為
的
ミ
ス
に
よ
り
、
情
報
等
が

漏
洩
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

過
去
に
は
、
退
職
者
が
転
職
活
動
を
有

利
に
働
か
せ
る
た
め
や
、
金
銭
目
的
の
た

め
に
技
術
情
報
な
ど
を
故
意
に
持
ち
出
し

た
事
例
、
個
人
情
報
が
入
っ
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を

紛
失
す
る
と
い
っ
た
人
為
的
な
ミ
ス
に
よ

る
事
例
も
発
生
し
て
い
る
。

　

内
部
に
よ
る
情
報
漏
洩
は
、
会
社
の
管

理
体
制
が
特
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

企
業
イ
メ
ー
ジ
の
悪
化
や
信
用
問
題
に
大

き
く
関
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

社
内
で
使
用
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の
台
数
や
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
、
情

報
管
理
者
の
明
確
化
、
私
物
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
の
使
用
制
限
、
外
部
へ
の
デ
ー
タ
持
ち
出

し
の
管
理
厳
格
化
な
ど
が
重
要
と
な
る
。

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
と
は

Ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
ｔ
と
は

危
険
は
外
部
に
留
ま
ら
な
い

感
染
経
路

ば
ら
ま
き
攻
撃
と
巧
妙
な
手
口

内
部
起
因
に
よ
る

情
報
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
に
は

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
よ
る
被
害

0  1
INCIDENT

0  
INCIDENT

2

0  
INCIDENT

3

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア

Ｅエ

モ

テ

ッ

ト

ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
ｔ

内
部
の
不
正
や

不
注
意
に
よ
る

情
報
漏
え
い



expert's eye

　

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し

て
県
内
企
業
の
情
報
化
支
援
を
行

う
と
共
に
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
枠
組
み
で
あ
る

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
７
０
０
１
」
を
取
得

す
る
な
ど
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

支
援
に
携
わ
る
栃
川
昌
文
氏
に
、

企
業
を
狙
う
サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
、

そ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　
　

　

企
業
が
被
害
に
遭
う
可
能
性
が
高
い

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
は
「
不
正
侵
入
」
と

「
Ｄデ
ィ
ー
ド
ス

Ｄ
ｏ
ｓ
攻
撃
」
の
２
つ
が
あ
る
。

　
「
不
正
侵
入
」
は
メ
ー
ル
で
ウ
イ
ル

ス
が
入
っ
た
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
送
る
な

ど
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
不
正
に
入

り
込
み
、
情
報
の
改
ざ
ん
や
個
人
情
報

を
流
出
さ
せ
る
。
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
も

そ
の
一
つ
で
あ
り
、
不
正
侵
入
か
ら
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
さ
せ
、
個
人
情
報
を
人

質
に
金
銭
な
ど
を
要
求
す
る
。

　
「
Ｄ
Ｄ
ｏ
ｓ
攻
撃
」
と
は
複
数
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど

に
過
剰
な
ア
ク
セ
ス
を
行
う
こ
と
で

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
遮
断

さ
せ
、
事
業
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。
攻
撃
の
狙
い
は
様
々
だ

が
、
社
会
へ
の
混
乱
や
影
響
を
与
え
る

こ
と
も
そ
の
背
景
に
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
は
日
ご
ろ
か
ら
対
策
を
と
る
必
要

が
あ
る
。
基
本
的
な
対
策
に
は
、
最

下
部
に
示
す
よ
う
な
手
段
が
あ
る
。

　

ま
た
、
対
策
の
中
で
最
も
重
要
な
こ

と
は
、
社
員
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
へ
の
意
識
向
上
で
あ
る
。
不
正
侵

入
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
メ
ー
ル
を
通
し

て
ウ
イ
ル
ス
に
侵
入
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
そ
う
い
っ
た
不
審
な
サ
イ
ト
や
添

付
フ
ァ
イ
ル
を
開
か
な
い
と
い
う
社
員

個
人
の
危
機
意
識
が
第
一
に
重
要
と
な

る
。
そ
の
た
め
に
も
会
社
と
し
て
は
、

世
代
・
役
職
を
問
わ
ず
社
員
全
体
へ

の
教
育
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。
教
育

の
機
会
も
一
度
き
り
で
は
な
く
定
期

的
に
実
施
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識

を
頭
に
刷
り
込
む
こ
と
が
何
よ
り
の

対
策
と
な
る
。
社
員
教
育
に
あ
た
っ

て
は
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
が
役
立
つ
動
画
や
情

報
を
ま
と
め
た
サ
イ
ト
を
公
開
し
て

い
る
の
で
参
考
と
し
て
ほ
し
い
。

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
は
中
小
企
業
と
い
え

ど
も
無
縁
で
は
な
い
社
会
に
な
っ
た
。

経
営
リ
ス
ク
の
一
つ
と
捉
え
、
経
営
者

が
先
頭
に
立
ち
対
策
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

■
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
導
入

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
は
ウ
イ
ル
ス

の
検
出
や
防
御
を
行
い
、
被
害
を
抑

え
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
ウ
イ
ル

ス
の
情
報
を
更
新
す
る
た
め
に
も
最

新
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
適
用
す
る
。

■
Ｏ
Ｓ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
随
時
行
う

　

新
た
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脅
威
や
脆

弱
性
が
発
見
さ
れ
る
と
随
時
、
そ
の

修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

■
デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と
る

　

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
際
の
復
旧

を
早
め
る
。
た
だ
し
、
同
じ
社
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
保
存
す
る
と

同
じ
く
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
せ
ら

れ
る
の
で
、
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー

ジ
な
ど
に
保
存
す
る
。

■
不
審
な
メ
ー
ル
は
開
か
な
い

　

添
付
フ
ァ
イ
ル
に
ウ
イ
ル
ス
が
仕
込

ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
閲
覧
だ
け
で

感
染
す
る
こ
と
も
。
内
容
も
巧
妙
化

し
て
お
り
、
身
に
覚
え
の
な
い
も
の

は
開
か
な
い
。
メ
ー
ル
を
確
認
す
る

際
は
一
呼
吸
置
い
て
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
向
上
か
ら
サ
イ
バ
ー
犯
罪
を
防
ぐ

株式会社ビジネス ・ アイ　　 栃川　 昌文　 氏

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
を

防
ぐ
基
本
的
な
対
策



expert's eye expert's eye

　

福
井
県
警
察
本
部
サ
イ
バ
ー
犯

罪
対
策
課
で
は
、
日
々
増
加
す
る

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
最
前
線
で
、
そ

の
捜
査
や
広
報
・
啓
発
活
動
、
対

サ
イ
バ
ー
犯
罪
へ
の
人
材
育
成
を

行
っ
て
い
る
。
サ
イ
バ
ー
戦
略
室

長
の
鶴
田
勉
警
視
に
県
内
の
サ
イ

バ
ー
犯
罪
の
発
生
状
況
や
、
被
害

に
遭
っ
た
際
の
対
応
に
つ
い
て

伺
っ
た
。

　

県
内
に
お
け
る

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に

関
す
る
相
談
等
の

件
数
は
下
記
の
通

り
。
昨
年
は
５
年

前
と
比
較
し
て
相

談
・
検
挙
件
数
共

に
増
加
し
て
い
る
。

　

昨
年
の
相
談
の

内
、
最
も
多
か
っ

た
相
談
は
詐
欺
で
９
４
３
件
。
サ
ポ
ー

ト
詐
欺
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
詐
欺

な
ど
が
代
表
さ
れ
る
。
次
い
で
不
正
ア

ク
セ
ス
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
被
害

が
４
０
６
件
で
あ
っ
た
。

　

詐
欺
に
関
し
て
は
、
自
社
の
所
在
地

や
連
絡
先
が
詐
欺
用
の
偽
サ
イ
ト
に
使

わ
れ
る
と
い
う
事
例
も
あ
っ
た
。
も
し

被
害
者
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、

内
容
を
確
認
し
た
上
で
事
情
を
説
明

し
、
双
方
か
ら
警
察
に
連
絡
す
る
よ
う

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
発
覚
し
た
場
合
の
対
応
と
し
て

は
、
す
ぐ
に
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
を
抜
く

な
ど
し
て
通
信
を
遮
断
し
、
被
害
の
拡

大
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要
だ
。
こ
こ
で

注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
ル
ー
タ
ー

や
Ｖ
Ｐ
Ｎ
装
置
の
電
源
を
落
と
さ
な
い

こ
と
。
そ
れ
ら
に
は
記
録
が
残
っ
て
お

り
、
そ
の
後
の
調
査
及
び
捜
査
の
際
に

重
要
と
な
る
。
同
時
に
被
害
を
確
認
し

た
時
点
で
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
社

や
警
察
に
連
絡
を
し
て
対
応
を
相
談
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

万
が
一
、
サ
イ
バ
ー
被
害
に
遭
っ
た

際
の
備
え
と
し
て
、
事
前
に
「
イ
ン
シ

デ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
て
お

く
こ
と
も
効
果
的
だ
。
予
め
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
し
て
お
く
こ
と
で
被
害
を
最

小
減
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
共

に
、
被
害
か
ら
の
復
旧
を
早
め
る
こ
と

も
期
待
で
き
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い

て
は
、
正
し
く
機
能
す
る
か
の
確
認
も

含
め
て
訓
練
を
行
い
、
年
１
回
以
上
の

見
直
し
を
行
う
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

も
し
も
に
備
え
た
対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を

福井県警察本部 生活安全部サイ　　バー犯罪対策課
サイ　　バー戦略室長　  鶴田　 勉　 警視

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
を
防
ぐ
に

は
、
各
個
人
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を

向
上
し
、
危
機
管
理
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
社
内
全
体

で
注
意
点
や
対
応
を
確
認
す
る
機
会

を
定
期
的
に
設
け
て
ほ
し
い
。

　

被
害
に
遭
っ
た
際
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
警
察
や
関
係
先
へ
の
報
告
は

も
ち
ろ
ん
、
２
０
２
２
年
の
法
改
正

に
よ
っ
て
、
情
報
漏
洩
が
発
生
し
た

際
に
は
個
人
情
報
保
護
委
員
会
へ
の

報
告
も
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
被
害

の
更
な
る
拡
大
や
信
用
低
下
を
防
ぐ

た
め
に
も
対
応
を
把
握
し
て
お
く
こ

と
も
重
要
だ
。
ま
た
、
自
然
災
害
と

同
様
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
や
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を

業
種
、
規
模
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
事

業
者
に
お
勧
め
し
た
い
。

　

福
井
商
工
会
議
所
で
は
、
Ｉ
Ｔ
専

門
家
と
の
相
談
制
度
を
設
け
て
い
る
。

自
社
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
不
安
が

あ
る
方
は
是
非
活
用
し
て
頂
き
た
い
。

誰
も
が
被
害
を
受
け
る
可
能
性
を

理
解
す
る
こ
と
が
重
要

年 件　数

相談件数
2022年 2,142件
2018年 1,400件

検挙件数
2022年 67件
2018年 33件

定
例
Ｉ
Ｔ
無
料
相
談
会

毎
月
第
３
火
曜 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
申
込
】創
業・経
営
支
援
課

☎
０
７
７
６（
33
）８
２
８
３


